
平成 21 年度～23 年度 習志野市事務事業評価表 
1．事務事業基本情報 

 

 

 

 

事業名 №74 特色ある学校づくり推進事業（指定研究） 担当課 指導課 予算費目名
款 項 目 

10 01 02 

事業概要 

及び目的 

 教育課程・指導方法・教育内容等の改善に資する実証的資料を得て、市内の学校に

広めるために研究校を指定する。 成 

果 

目 

標 

成果指標
指定校は研究の成果として公開研究会等

を実施し研究紀要にまとめる。 

年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 

予算額（単位：円） 353,750 533,700 635,220 353,750

計画値 ２校以上 
決算額（単位：円）

4,908,828 

（指定と自主合計） 

4,933,510 

（指定と自主合計） 

5,212,027

（指定と自主合計）

従事職員数 1 1 1

事業の 

位置づけ 

章 １ 豊かな人間性と暖かさを育むまち ★左記施策（号）との結び付き 

教育課程・指導方法・教育内容等の改善が図られることで、今日的な教育課

題の解明が推進され、小中学校の教育の充実に結びつく。 

従事延べ日数 10 10 10

節 １ 豊かな人間性を育む教育の推進 

民間活力の導入

現状は？：□実現している □将来可能性はある □将来困難だが可能性はある ■余地なし 

項 ２ 次代をひらく学校教育の充実 相手は？：□市民  □市民活動団体  □企業・学校等 

号 ２ 小中学校教育の充実 形態は？： 

2．進捗状況 平成 21 年 7 月 21 日記入  平成 22 年 6 月 2 日記入  平成 23 年 4 月 14 日記入

年度 21 年度評価（20 年度実施した事項についての評価） 22 年度評価（21 年度実施した事項についての評価） 23 年度評価（22 年度実施した事項についての評価） 

実施計画上の予定 実施 
実施計画の予定

年度終了後 
実施 

★継続している事項、 

未着手事項がある理由 
実施計画

上の予定
実施 

実施計画の予定

年度終了後 
実施 

★継続している事項、 

未着手事項がある理由

実施計画

上の予定 
実施 

実施計画の予定

年度終了後 
実施 

★継続している事項、

未着手事項がある理由

完了した事項 

・藤崎小学校（算数科）、第四中学校（全教科）において、

本市の教育課題を踏まえた研究を実践し、さらに公開研究

会を開催し、成果を広く世に問い、紀要としてまとめた。

 ・袖ケ浦東小学校（国語科）､香澄小学校（外国語）､第三中

学校（全教科）において、本市の教育課題を踏まえた研究を

実践し、さらに公開研究会等を開催し、成果を広く世に問い、

紀要としてまとめた。 

 ・袖ケ浦東小学校（国語科）､香澄小学校（外国語）､第五中

学校（全教科）において、本市の教育課題を踏まえた研究を

実践し、さらに公開研究会等を開催し、成果を広く世に問い、

紀要としてまとめた。 

 

継続している 

事項 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

未着手事項 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

改善案 

 

 

 

成果指標  成果指標  成果指標 

実績値 

2 校 

達成率  

100 ％ 

 

実績値 

3 校 

達成率 

100 ％

実績値 

3 校 

達成率 

100 ％

3．今後の方向性 ※課内協議を経て管理職が記入してください。 平成 21 年 7 月 30 日協議実施  平成 22 年 6 月 7 日協議実施  平成23年4月14日協議実施 

今後の方向性 

 

 
＊根拠欄は、なぜそ

の「成果の方向性」

を選んだか？なぜそ

の「コストの方向性」

をえらんだか？別紙

「評価の視点」を参

照してください。 

成

果

の

方

向

性 

拡充    ○ 

現状維持     

縮小     

休廃止     

 
休廃止 縮小 現状維持 拡充 

コストの方向性 

 

成

果

の

方

向

性

拡充     

現状維持   ○  

縮小     

休廃止     

 
休廃止 縮小 現状維持 拡充 

コストの方向性 

 

成

果

の

方

向

性 

拡充     

現状維持   ○  

縮小     

休廃止     

 
休廃止 縮小 現状維持 拡充 

コストの方向性 

★上記を選択した根拠 

教育効果を高めていくための工夫が各学校で取り組まれているので、これ以上の事

業費節減は困難である。 

★上記を選択した根拠 

教育効果を高めていくための工夫が各学校で取り組まれているので、これ以上の事

業費節減は困難である。 

★上記を選択した根拠 

教育効果を高めていくための工夫が各学校で取り組まれているので、これ以上の事

業費節減は困難である。 

方向性を実現する

ため実施すること

（改革案） 

教育課題解決のために特色ある研究テーマを設定し、実践的に取り組むことを積極

的に進めていく。 

教育課題解決のために特色ある研究テーマを設定し、実践的に取り組むことを積極

的に進めていく。 

教育課題解決のために特色ある研究テーマを設定し、実践的に取り組むことを積極

的に進めていく。 

前年度改革案の 

実施状況 

■実施 □一部実施 □検討中 □その他 ★実施以外は具体的に記載してください。 

 

■実施 □一部実施 □検討中 □その他 ★実施以外は具体的に記載してください。

 

■実施 □一部実施 □検討中 □その他 ★実施以外は具体的に記載してください。


